
 

 

２つの自尊感情 

 

「自尊感情」というのは、自分が尊いと思える感情のことですが、保育園では、この自

尊感情を育てていくために、様々な取り組み、日々の保育をしているといってもいいかと

思います。  

一口に、自尊感情といいますが、自分を尊いと思い、自分が生きていてもいいんだ、と

思うためには、２つのやり方があるように思います。  

１つは、うんとほめること。「○○ちゃんは美人だね。」「○○くんは絵が上手だね。」「１

００点とって、頭がいいんだね。」など、親や先生や、お友達に認められて育ってくる自尊

感情（社会的なもの）です。他人と比較し、自分が優れていると思えた時に生まれてくる

感情です。  

もう１つは、できてもできなくても、美人でなくても、スタイルがよくなくても、成功

感や達成感とは、無関係の感情（本質的なもの）です。よいところも悪いところも併せ持

った自分を、そのまま受け入れ、大切に思える感情です。  

アメリカでは、１９９０年代に、社会的な自尊感情を育てるプログラムが提唱され、教

育が行われてきました。しかし、予想に反して、子ども達の学力が伸びないばかりか、自

分勝手で自己中心的な子どもが育ってきてしまったということです。そして、こんな子達

には、小さな失敗で、もう立ち上がれなくなることが多いのです。どんなに努力しても、

上には上があり、どこまでいっても安心感が持てず、不安で、孤独で、精神を病むことも

あります。  

しかし、もう１つの本質的な自尊感情がしっかり育っている子は、自分は自分でいいん

だという部分がしっかりしていますから、安心して生きていけます。何事にも積極的に取

り組んでいき、失敗しても「ま、いいか」「そんなこともある」と、乗りこえていきます。  

私達は、本質的な自尊感情を育てることを、もっと大切にしなければいけないのではな

いでしょうか？社会的に人より優れていることをほめることが大事なのではなく、「あなた

がどんな子であっても、人よりすぐれていなくても、ただ無条件に大好きだよ。生まれて

きてくれてありがとう」という思いを伝えていかなければいけないと思います。伝え方は、

口に出して伝えること、だっこすること、そして、一緒に何かをすることだと思います。

一緒にいる、ただそのことが、子どもは嬉しいのです。一緒に食事し、一緒におふろに入

り、一緒に寝る。つまり、向き合うことと、横に並んで同じことをすること、この２つの

関わりが何だかわからないけど、自尊感情（本質的な）を育てていくのだと思います。子

どもを大事と思うことは、＝真剣に叱る、ということでもあります。このことは、次月に

書いていきたいと思います。 


